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地域の人たちがうどん作りのコツを伝授、
出来上がったうどんをみんなでおいしく
いただき、交流を深めました
　　（粟井地区　三世代交流うどん作り）

上手に切れたよ
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文化振興の連携と
　　　　　交流人口の拡大を目指して

　市
の
農
水
産
物
等
の
特
産
品

を
広
く
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
、
本
市
の
知
名
度
向
上
や

生
産
物
の
販
売
促
進
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
１１
月
に
仙
台
市
で
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
。

　仙
台
市
に
は
、
本
市
の
農
産

物
が
多
く
出
荷
さ
れ
、
レ
タ
ス

な
ど
も
仙
台
市
民
に
浸
透
し
、

当
日
は
多
く
の
来
場
者
が
あ
り

ま
し
た
。
特
産
品
の
レ
タ
ス
や

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
い
り
こ
、
梨

加
工
品
、
う
ど
ん
な
ど
を
紹
介
、

絶
賛
の
声
や
質
問
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　今
後
、
農
水
産
物
の
ほ
か
に

も
い
ろ
い
ろ
な
特
産
物
を
厳
選

し
て
販
売
促
進
を
行
い
、
地
域

の
活
性
化
と
知
名
度
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　四
国
の
真
ん
中
で
、
県
境
を

接
す
る
三
好
市
と
四
国
中
央
市
、

観
音
寺
市
の
３
市
長
が
集
ま
り
、

第
２
回
四
国
ま
ん
な
か
市
長
サ

ミ
ッ
ト
が
１１
月
２１
日
に
三
好
市

の
池
田
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　昨
年
の
第
１
回
サ
ミ
ッ
ト
は

「
四
国
ま
ん
な
か
の
観
光
振
興
」

に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
、

こ
と
し
は
「
文
化
振
興
の
連
携

と
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し

て
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　第
１
部
は
「
文
化
力
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
」

と
題
し
て
、
草
加
叔
也
氏
（
空

間
創
造
研
究
所
）
に
よ
る
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
外
国
に
比
べ
、

日
本
の
文
化
予
算
が
少
な
い
現

状
を
憂
慮
し
な
が
ら
も
、
平
成

２４
年
に
「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の

活
性
化
に
関
す
る
法
律
」
が
制

定
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

文
化
芸
術
政
策
が
充
実
す
る
こ

と
に
期
待
が
込
め
ら
れ
た
内
容

で
し
た
。

　ま
た
、
文
化
が
人
に
も
た
ら

す
有
益
性
は
、
男
女
や
貧
富
、

国
籍
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
ま
た

そ
れ
が
地
域
に
広
が
り
、
行
政

圏
域
を
越
え
て
交
流
す
る
こ
と

で
生
ま
れ
る
文
化
圏
域
に
大
き

な
活
力
を
も
た
ら
す
こ
と
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　第
２
部
は
草
加
氏
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
３
市
長
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
近
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
三
好
市
は

平
家
ま
つ
り
、
四
国
中
央
市
は

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
、

観
音
寺
市
は
国
際
音
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
例
に
挙
げ
て
、
各

市
長
の
文
化
に
対
す
る
思
い
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
、
各
市
で
建
設
計
画

が
進
行
し
て
い
る
文
化
ホ
ー
ル

（
市
民
会
館
）
へ
の
期
待
に
つ
い

て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

三
好
市
は
木
材
の
産
地
で
も
あ

る
の
で
、
全
国
に
誇
れ
る
デ
ザ

イ
ン
性
の
あ
る
木
造
の
交
流
拠

点
施
設
を
建
築
し
、
三
好
市
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い

が
あ
り
、
四
国
中
央
市
で
は
、

老
朽
化
し
た
三
島
、
川
之
江
両

市
民
会
館
の
代
わ
り
に
、
多
く

の
市
民
が
集
い
、
防
災
拠
点
と

も
な
る
施
設
を
と
の
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。
観
音
寺
市
も
、
現

市
民
会
館
が
老
朽
化
し
た
こ
と

に
伴
い
、
西
讃
地
区
の
文
化
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
施

設
を
と
い
う
思
い
で
、
新
市
民

会
館
の
建
設
を
計
画
し
ま
し
た
。

　ま
た
文
化
に
よ
る
交
流
に
つ

い
て
、
俵
三
好
市
長
は
「
三
好

市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
こ
と
し
開

催
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
、
３
市
に
ま
た
が
る
大
会

に
拡
大
し
て
い
き
た
い
」、
井
原

四
国
中
央
市
長
も
「
３
市
の
文

化
ホ
ー
ル
を
活
か
し
て
、
３
市

が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
い
」、
白
川
市
長
か
ら
は

「
３
市
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
食
文

化
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
食
文

化
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
を
組
め

な
い
か
」
と
の
提
案
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　ど
の
提
案
も
、
３
市
が
協
力

し
て
文
化
事
業
に
取
り
組
み
、

交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
意

見
が
一
致
。
今
後
の
交
流
事
業

を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

仙
台
市
で

　
市
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

四国まんなか
　市長サミットを開催！

第２回

観音寺市

四国中央市 三好市
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がんばれ観音寺応援寄附金
　「がんばれ観音寺応援寄附金」は、ふるさと観音寺市を愛し、

応援していただける個人または団体からの寄附金を、個性豊

かで活気あふれるまちづくりに活用する制度です。

　年末年始は、多くの方が本市に帰省される時期です。皆さ

んの親類や友人、知人などに広くこの制度を周知していただ

き、全国からの応援をお願いしてください。

○ 寄附をすると、現在住んでいる市町村に納める住民税など

が軽減されます。

○ 一万円以上の寄附金をいただいた方には、感謝の気持ちを

込めて、ふるさと観音寺の特産品をお送りします。

　寄附申込書に必要事項を記入し、企画

課へ申し込んでください。申込書は、市

ホームページや市役所総合案内所、各支

所にあります。また、電話での取り寄せ

もできます。

　納付は、郵便振替、銀行振込、現金書

留または納付書払いでお願いします。

〒７６８−８６０１

（住所記載不要）

観音寺市政策部企画課

　☎０８７５−２３−３９１７

　　０８７５−２３−３９２０

　　 kikaku@city .kanonj i . lg . jp
　市ホームページ

　 http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

①未来を担うひとづくり
　　　　　　のための事業

②誰もが健康で安心して
　　　　暮らすための事業

③芸術文化の伝承と振興
　　　　　　のための事業

④事業を指定しない
　（使途をお任せいただきます）

あなたが
育った

　ふるさ
と観音寺

を

あなたの
応援で

　　　も
っと元気

に

寄附金はこのように使われます 申し込み・納付方法

申し込み・問い合わせ先

パブリック・コメントを募集します

Ｅ

Ｆ

計　画　名

観音寺市総合振興計画
　　　　　後期基本計画（案）
　計画期間：平成２５年度～平成２９年度

観音寺市健康増進計画・
　　　　　食育推進計画（案）
　計画期間：平成２５年度～平成３４年度

意見募集期間 １月１８日（金）～２月１８日（月） １月１５日（火）～２月１４日（木）

提 出 方 法
指定の意見書に必要事項を明記の上、下記へ郵送またはＦＡＸ、電子

メール、持参により提出してください。（郵送の場合は、当日必着）

提　出　先

〒７６８−８６０１（住所記載不要）

観音寺市政策部企画課

　２３−３９２０

 　kikakuchosei@city.kanonji.lg.jp

〒７６８−８６０１（住所記載不要）

観音寺市健康福祉部健康増進課

　２５−５９００

 　kenkou@city.kanonji.lg.jp

資　料　等

○ 観音寺市総合振興計画後期基本計画（案）
○ 意見等公募要領　○ 意見書

（設置場所）

企画課、市役所総合案内所、各支所、市ホーム

ページ

○ 観音寺市健康増進計画・食育推進計画（案）
○ 意見等公募要領　○ 意見書

（設置場所）

健康増進課、保健センター、市役所総合案内所、

各支所、市ホームページ

問い合わせ先 企画課　☎２３−３９１７ 健康増進課　☎２３−３９６４

注意：詳しくは、意見等公募要領を確認してください。
電話や口頭、匿名での意見は不可　　　　

Ｅ Ｅ

Ｆ Ｆ
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企画課　☎２３−３９１７

　本市では大都市圏での移住フェアへの出展や空き家バンク制度な
ど、移住者を受け入れるための支援を実施しています。また、婚活
事業やＩターン者への住宅取得などの支援施策も行っており、さら
なる定住人口の増加に向けた取り組みを、市民の皆さんと共に考え
て進めていきます。

　東京（４月２２日、１１月１０日）と大阪（９月２９
日）で開催された移住フェアや、全国の島の祭
典アイランダー２０１２（１１月２４日・２５日に東京
で開催）で、観音寺市の魅力や暮らしやすさな
どをＰＲしました。移住相談に来られた人が後
日、本市を訪れ、空き家バンク物件の見学や本
市の暮らしを体感しています。
　定住先として本市を選んでもらえるよう、今
後も情報発信に努めます。

　市内の空き家を有効活用して、都市圏など市外からの人材を受
け入れることにより、定住人口を増加させ、地域コミュニティの
維持や地域の活性化を図るため「空き家バンク」制度を創設して
います。
　本制度は、空き家の売却や賃貸などを希望する所有者から空き
家の情報を提供していただき、空き家バンクへ登録した情報を市
ホームページ上で公開します。本市への移住を希望する人へ情報
提供することにより、物件所有者と利用希望者の橋渡しをします。

　　　　　　　　　浦　達生さん・聡子さんご夫婦
　平成２３年に、空き家バンク制度を利用して東京都
から移住してきた浦さんご夫婦。積極的に地元行事
や祭りなどに参加し、移住しておよそ１年半ですが、
今では地元の人から頼りにされる存在に！！人柄もす
ばらしいお二人です。現在、農業で独立するための
準備を着々と進め、充実した日々を送っているよう
です。

移住相談（移住フェアなど）

空き家バンク制度

◆移住フェア相談件数…１８３組（香川県ブース）
◆空き家バンク制度利用による移住者…４世帯８人
◆住宅取得に対する支援（Ｉターン者対象）…５世帯１３人（平成２３年度実績）
◆婚活事業への支援…
　平成２４年６月「はるこい」…３８人参加（男性２０人、女性１８人）→６組成立
　平成２４年１２月「クリスマスの集い」…１００人参加（男女各５０人）
◆お試し移住体験事業への支援
　農業体験、マリンスポーツ体験、既移住者との交流会など…２泊３日を２回（平成２３年度実績）
◆がんばれ観音寺応援隊隊員
　本市の魅力のＰＲ活動に協力してもらえる市外在住者を、隊員として登録…１６人

移住者等の実績

観音寺で楽しい生活を送っています

定住人口の増加に向けて

　現在、登録物件が不足して
います。「賃貸または売買可能
な空き家」をお持ちの方は、
企画課（☎２３−３９１７）へ
相談してください。
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　市
と
観
音
寺
市
男
女
共
同
参

画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ

Ｉ
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
理
解
を
深
め
、

取
り
組
み
を
行
う
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
、
毎
年
講
演
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　男
女
共
同
参
画
と
い
う
と
、

堅
苦
し
い
と
か
難
し
そ
う
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

男
女
の
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
ず
は
、
家
事
や
育
児
で
夫

婦
が
お
互
い
に
協
力
し
た
り
、

地
域
の
行
事
で
得
意
な
こ
と
や

経
験
を
活
か
し
て
活
躍
し
た
り

す
る
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
始
め
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　講
演
会
に
参
加
し
て
、
暮
ら

し
の
中
か
ら
男
女
共
同
参
画
の

意
識
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
人

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１
月
１９
日
（
土
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

３０
分
（
午
後
１
時
開
場
）

中
央
図
書
館
２
階

　
　
　
　
　多
目
的
ホ
ー
ル

無
料

○

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
登
録
団

体
活
動
発
表

　「
か
ん
お
ん
じ
翼
の
会
」

○

講
演

　「
私
も
あ
な
た
も
活
き
活
き
ハ

ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
～
暮
ら
し
の

中
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
男
女

共
同
参
画
～
」

　香
川
大
学
男
女
共
同
参
画
推

進
室
特
任
教
授

　
　
　
　長
安

　め
ぐ
み

　氏

男
女
共
同
参
画

　
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

商工観光課 ☎２３−３９３３

芸術祭通信　vol.８

　伊吹島でのメインアーティストの豊福亮さん（千葉美術予備

校長）は、「漁」をテーマにストーリー性のある作品を考えてい

ます。旧伊吹小学校の校舎で制作を進めており、少しずつ形に

なり始めています。

　市内各地でのワークショップの開催に協力してください。工作

が好きな人、釣りが好きな人、伊吹島や芸術祭に興味がある人な

ど、たくさんの人の協力をお願いします。開催場所や日時の指定

はありません。必要な材料はお渡しします。詳しくは、商工観光

課へ問い合わせてください。

　ワークショップは、伊吹公民館でも毎週日曜日（午後１時～午

後３時）に開催しています。完成した作品は、７月２０日から９月

１日に伊吹島で開催される芸術祭で一般公開されます。あなたも、

芸術祭に参加してみませんか？

　豊浜地区ボランティア協議会

の皆さんが呼びかけ、１２月８日

に豊浜福祉会館でワークショッ

プを開催しました。

どんな作品になるのかな？

芸術祭で見るのが楽しみ！

こんなデザインも良い！

など、作業風景は楽しそう。個

性豊かな「浮き」がたくさんで

きました。

▲制作中の作品

　作品に使われているのは、釣りで使用する「浮き」。なんと５万

個も使用するそうです！！豊福さんと島民の方を中心に浮き作りを

していますが、必要な５万個まではまだまだです。そこで…

市内各地で、浮き作り教室を開催しませんか？

市内各地で、浮き作りに協力していただける
　　　　　　　　　　　団体等を募集します！！

①浮きの土台となる部分の発砲スチロ
ールを削る

②ビニールテープを巻く
　作り方はとっても簡単で、
　　　　　　色やデザインは自由です。

「浮き」の作り方
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③
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
、

寄
附
金
控
除
な
ど
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

　平
成
２４
年
中
の
収
入
が
な
い

場
合
で
も
、
次
に
該
当
す
る
人

は
申
告
が
必
要
で
す
。

○

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人

○
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
人

○

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
や
児
童
手
当
な
ど
の
受
給

資
格
の
認
定
を
受
け
る
人

○

課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
の

交
付
が
必
要
な
人

○

印
鑑

○

収
入
や
必
要
経
費
を
証
明
で

き
る
帳
簿
や
書
類
、
領
収
書
、

収
支
内
訳
書
な
ど

○

給
与
所
得
が
あ
る
人
は
源
泉

徴
収
票
（
コ
ピ
ー
不
可
）

○

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

○

一
時
所
得
（
生
命
保
険
一
時

金
・
損
害
保
険
返
戻
金
な
ど
）

や
雑
所
得
（
個
人
年
金
な
ど
）

の
受
け
取
り
を
証
明
す
る
も
の

○
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

○

生
命
・
個
人
年
金
・
介
護
医

療
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、

旧
長
期
損
害
保
険
料
、
医
療

得
控
除
を
申
告
す
る
こ
と
で
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

　自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
申
告
や
申
請
、

納
税
が
で
き
、
税
務
署
な
ど
に

何
度
も
出
か
け
る
必
要
が
な
く

な
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
ｅ

−

Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
最
寄
り
の
税
務
署

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　本
市
で
は
、
納
税
者
の
申
告

手
続
き
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
地
方
税
ポ
ー
タ

ル
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
市
税
の

申
告
等
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

給
与
支
払
報
告
書
や
法
人
市
民

税
申
告
書
、
償
却
資
産
申
告
書

な
ど
の
提
出
が
利
用
で
き
ま
す
。

個
人
の
市
民
税
・
県
民
税
の

申
告
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 h
ttp

://w
w

w
.e

lta
x
.jp

/

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
７
０

−

０
８
１
４
５
９

前
年
中
（
平
成
２４

年
１
月
１
日

　
　
　～

１２

月
３１

日
）
の
所
得

平
成
２５

年
２
月
１８

日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　３
月
１５

日
（
金
）

〇

年
金
所
得
だ
け
の
人
は
、

２

月
１４
　日
（
木
）
・

１５
　日（
金
）に

納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

○

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税

務
署
に
提
出
す
る
人
は
、
市

民
税
・
県
民
税
申
告
書
を
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○

土
地
や
株
式
な
ど
の
譲
渡
所

得
が
あ
る
人
や
、
初
め
て
所

得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
の
適
用
を
受
け
る
人
、

こ
れ
ま
で
税
務
署
で
申
告
し

て
い
る
人
は
、
税
務
署
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

〇

申
告
内
容
に
よ
っ
て
は
税
務

署
へ
申
告
を
案
内
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

（
左
ペ
ー
ジ
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
を
参
照
）

○

平
成
２４
年
中
に
営
業
や
農
業
、

不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
っ

た
人

○

源
泉
徴
収
さ
れ
た
給
与
所
得

の
み
の
人
は
申
告
は
不
要
で

す
が
、
次
の
①
～
③
に
該
当

す
る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

①
農
業
や
地
代
、
家
賃
、
年
金

な
ど
の
給
与
以
外
の
所
得
が

あ
る
人
（
給
与
以
外
の
所
得

が
２０
万
円
以
下
の
場
合
、
所

得
税
の
申
告
は
不
要
で
す
が
、

市
民
税
・
県
民
税
は
所
得
金

額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
申

告
が
必
要
）

②
日
給
な
ど
で
働
い
て
い
る
人

や
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の

支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
で
、

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人

費
、
寄
附
金
な
ど
の
支
払
い

を
証
明
す
る
も
の
（
医
療
費

の
領
収
書
は
病
院
ご
と
、
日

付
順
に
整
理
し
、
支
払
っ
た

金
額
を
合
計
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。「
医
療
費
の
お
知
ら

せ
」
は
支
払
い
を
証
明
す
る

も
の
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
）

○

通
帳
の
口
座
番
号
（
所
得
税

の
還
付
や
納
付
、
市
民
税
・

県
民
税
の
還
付
が
あ
る
人
の

み
）

〇

事
業
所
得
（
農
業
、
営
業
な

ど
）
や
不
動
産
所
得
が
あ
る

人
は
、

収
支
内
訳
書
を
完
成

さ
せ
て
申
告
会
場
へ
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

〇

医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、

寄
附
金
控
除
、
退
職
所
得
な

ど
に
よ
る

所
得
税
の
還
付
申

告
は
、
２
月

１８
　日
以
前
で
も

税
務
署
で
受
け
付
け
を
し
て

い
ま
す
。

２
月
１８
日
以
降
は
大
変
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇

公
的
年
金
収
入
が
あ
り
、
所

得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

る
人
は
、
扶
養
や
生
命
保
険

料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の

所

◆
申
告
を
す
る
所
得

◆
申
告
の
期
間

注
意

◆
申
告
時
に
必
要
な
も
の

◆
申
告
が
必
要
な
人

注
意

注
意

◆ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

−

Ｔ
Ａ
Ｘ
を

　
利
用
し
て
く
だ
さ
い

◆
市
税
の
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

市民税・県民税
国民健康保険税等

の申告
税務課市民税係　☎２３−３９２２

観 音 寺 税 務 署　☎２５−２１９１

問い合わせ先
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平成２５年（平成２４年分）納税相談日程表

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ
いいえ

いいえ

いいえ

市民税・県民税の申告が必要かどうかを確かめてみてください

勤務先から市へ給与支払
報告書が提出されていま
すか？

医療費控除や住宅借入金等特
別控除などの所得控除、税額控
除による還付申告をしますか？

平成25年1月1日現在、観
音寺市に居住していまし
たか？

スタート

平成24年中に何か収入が
ありましたか？

平成24年中、あなたはサ
ラリーマンか、パートタ
イマーでしたか？

所得税の納付や還付のた
め、税務署に確定申告を
しますか？

市民税・県民税の申告が
　　　　　　必要です。
収入が１カ所からの公的
年金のみで、控除が扶養
親族等申告書の内容のま
まの人は、申告する必要
はありません。

観音寺市に市民税・県民税の
　申告をする必要はありません。
平成25年１月１日に居住していた
市町村へ問い合わせてください。

市民税・県民税の
　　　　　申告が必要です。
ただし、平成25年１月１日に観音
寺市に居住する人の扶養になって
いる人は、申告する必要はありま
せん。

市民税・県民税の申告をする
　　　　　必要はありません。
税務署に確定申告書を提出すると、
その申告資料が市役所に送付され
るため、市民税・県民税の申告は
必要ありません。ただし、確定申
告書の「住民税・事業税に関する
事項」欄に該当する事項や金額が
あれば、必ず記入してください。
記入がない場合、住民税に正確に
反映できないことがあります。

平成24年分給与の年末調
整は済みましたか？

給与以外に年金・報酬な
どの所得がありましたか？

給与を２カ所以上から
　支給されていますか？

市民税・県民税の申告を
する必要はありません。

税務署で確定申告が
　　　　　　必要です。
税務署で確定申告をすれば、
市民税・県民税の申告は必要
ありません。

税務署で確定申告が
　　　　　　必要です。
給与以外の年間所得が20万円
を超えない人は、市民税・県
民税の申告が必要です。

税務署で確定申告が
　　　　　　必要です。
税務署で確定申告をすれば、市
民税・県民税の申告は必要あり
ません。給与所得以外に所得が
あれば合わせて申告をします。

市民税・県民税の申告が
　　　　　　必要です。

税務署で確定申告が必要
かどうかを相談してくだ
さい。
税務署に確定申告をすれば、
市民税・県民税の申告は必要
ありません。

受　付　日 受 付 会 場
申告受付地区

午前（９：００～１２：００） 午後（１３：００～１６：００）

２月１４日（木）市民会館中ホ−ル 観音寺地区で年金以外に所得がない人

１５日（金）
豊浜

中央公民館
２階講堂

（旧文化会館）

大野原・豊浜地区で年金以外に所得がない人

１８日（月） 本町、中之町 上田井、東町、港町、南

１９日（火） 東浜、須賀　 北原、五軒屋、岡、直場、道溝、林

２０日（水）
長谷、雲岡、野々池、大坪、院内、梶谷、
本村、大平木、道溝東、苗手

関谷、堀切、西原、箕浦

２１日（木）

大野原
中央公民館
３階講義室

海老済、有木、田野々 内野々、井関

２２日（金） 高尾、大造、大福、大道、上中、下中 中村、早本、道上、笠松、寺家

２５日（月） 高松、上杉林、下杉林、辻
西の後、八兵、大鞘、大鞘西団地、
宮之下、下木屋

２６日（火）
残水、植松、岡之塔、下林、ひうち、
雇用促進

十三塚、林

２７日（水） 屋敷、瀬後、豆塚、雉子原 四軒屋、白坂、石砂

２８日（木） 池之内、福田原、丸井南 西丸井、丸井北、青岡

３月　１日（金） 赤岡、東村 中央、安井

４日（月） 花稲北、本村 中林、先林

５日（火）

市民会館
中ホ−ル

原町、柞田町（中出、上出）　 柞田町（黒渕、下出）　　

６日（水） 柞田町（八丁、山王、下野、北岡、玉田） 柞田町（大畑、油井、山田）　

７日（木）
粟井町（上野、奥谷、宮下団地）、
木之郷町

粟井町（出晴、信末、本庄、常次、竹成）

８日（金） 吉岡町、本大町　　 中田井町、古川町

９日（土） 伊吹支所 伊吹町全域 伊吹町全域

１１日（月）

市民会館
中ホ−ル

室本町、高屋町（西上、西下）
高屋町（岡西、岡東、明上、明下、
高屋団地）

１２日（火）
茂木町、茂西町、上市、川原、有明町、
八幡町、天神町

坂本町、幸町、明星、殿、中央、柳、
青柳、三架橋、駅通、栄町、昭和町、
七間橋、中洲、中新、若宮、春日、大和、
上若

１３日（水）
南町、港町、西本町、蛭子、琴浪町、
瀬戸町、三本松町

植田町

１４日（木） 流岡町 村黒町、出作町

１５日（金） 新田町　 池之尻町
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財政事情の公表
総務課財政係　☎２３−３９００

　平成２４年４月１日から９月３０日までの平成２４年度上半期
の財政事情を公表します。　　　（平成２４年９月３０日現在）

一般会計予算の収支状況
　予算現額　２５２億６，８５８万円　　
　収入済額　１２３億１，７９０万円（収入率４８．７％）
　支出済額　　８７億１，３１２万円（執行率３４．５％）

■予算現額　■収入済額（収入率）

市税

地方交付税

その他の交付金

国庫支出金

県支出金

繰入金

諸収入

市債

その他

８４億５，０６７万円

５９億３，４９６万円

７億９，７３４万円

６億９，２３０万円

２４億８，１４８万円

１５億３１万円

９億６，７６６万円

６億６９９万円

３２億２，３４０万円

６億１，３４７万円

５８億４，５８３万円（６９．２％）

４０億５，０８６万円（６８．３％）

４億２，０３１万円（５２．７％）

３億３，６３７万円（４８．６％）

８億８，６１８万円（３５．７％）

２億７，０５９万円（１８．０％）

０円（０％）　 　

９，７１６万円（１６．０％）

０円（０％）　 　

４億１，０６０万円（６６．９％）

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

議会費など

分担金及び負担金
使用料及び手数料

■予算現額　■支出済額（執行率）歳　　入 歳　　出

一般会計予算の収支状況

特別会計予算の収支状況

特 別 会 計 名 予算現額 収入済額Ａ 支出済額Ｂ 差引額 Ａ−Ｂ

競 輪 事 業 ５億１，５０２万円 ２億１，０５７万円 ３億３，１１５万円 △１億２，０５８万円

国 民 健 康 保 険 事 業 ８０億２，５３４万円 ２７億６，８６３万円 ３４億５，０８２万円 △６億８，２１９万円

国民健康保険伊吹診療所 ７，６００万円 ２，６１８万円 ２，７２０万円 △１０２万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 ８億２，１００万円 ２億５，１５７万円 ２億６，９９９万円 △１，８４２万円

介 護 保 険 事 業 ５０億８，５５０万円 １９億７，４３１万円 ２０億９，０５７万円 △１億１，６２６万円

介 護 予 防 サ ー ビ ス 事 業 ２，４００万円 ２，６６３万円 １，１６２万円 １，５０１万円

航 路 事 業 １億６０２万円 ５，６０８万円 ５，５６８万円 ４０万円

粟 井 財 産 区 １，１４１万円 １，１４０万円 ３４万円 １，１０６万円

粟 井 坂 瀬 山 林 ２，０４７万円 ２，０５７万円 ６万円 ２，０５１万円

公 共 下 水 道 事 業 １７億１，３９１万円 ４億１，４０４万円 ３億５，４７０万円 ５，９３４万円

農 業 集 落 排 水 事 業 ４，１００万円 ４００万円 １，５５７万円 △１，１５７万円

８億１，１０９万円（２８．８％）

２５億９，２９２万円（３２．３％）

１０億８，３２１万円（４２．８％）

１億９，２８６万円（２０．５％）

４億１５５万円（６７．５％）

５億２，５８８万円（３４．２％）

５億３，９７２万円（６４．７％）

１１億４，４５５万円（２６．９％）

１２億３，４０４万円（３６．６％）

１億８，７３０万円（４９．７％）

２８億１，２６６万円

８０億１，６０５万円

２５億３，０４５万円

９億４，０２３万円

５億９，５１３万円

１５億３，８６３万円

８億３，４５６万円

４２億５，４０２万円

３３億６，９８７万円

３億７，６９８万円

特別会計とは、特定の目的のために設置し、一般会計とは区別して経理する会計のことです。
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　地方債とは、道路や公共施設の整備事業など多額の費用

がかかる事業の財源とするため、国や銀行などから長期に

借り入れする資金です。

○合併特例債とは

　合併後の市町村の一体性の確立や均衡ある発展などを目

的とした事業を実施するために発行する地方債です。償還

費用の７０％が国から地方交付税で補てんされます。

○臨時財政対策債とは

　国から交付される地方交付税の不足分を補うために、地

方公共団体が発行する地方債です。償還費用の全額が地方

交付税で国から補てんされます。

　基金は、家庭でいう「貯金」に当たります。

　基金には、年度間の財源の不均衡を調整する

財政調整基金と特定の目的のために積み立てて

いる特定目的基金があります。

財政調整基金 ２３億６，００２万円

その他の基金 ５２億４，５４６万円

合　　計 ７６億５４８万円

土　地　　　　　　　　１２，３６５，３８８㎡

建　物　　　　　　　　　　　３０６，８１５㎡

地方債現在高
３９４億５，１８８万円

合併特例債
８２億９，３４８万円

臨時財政対策債
９０億６，３５７万円

一般会計
３０９億２，７５２万円

その他
１３５億７，０４７万円

競輪・航路事業
７，４９３万円

公共下水道事業
８１億９，６２０万円

農業集落排水事業
２億５，３２３万円

基金 市有財産

地 方 債・ 一 時 借 入 金 の 状 況

市 の 財 産 の 状 況

水道事業の公表Ⅱ

水は限りある資源です
　　　大切に使いましょう

　４月１日から９月３０日までの水の使用

量は３７８万１,５６８㎥で、前年度の同期と

比較すると約１.４％の減となっています。

　本年度上半期の収支状況は、左表のと

おりです。

（消費税込、単位：千円）

収　入

給 水 収 益 771,075
受 託 工 事 収 益 108

分 担 金 そ の 他 17,256
合 計 788,439

支　出

人 件 費 74,979
動 力 費 22,543

薬 品 費 2,696

受 水 費 195,085

減 価 償 却 118,387

資 産 減 耗 7,683

支 払 利 息 28,470

物 件 費 94,257

そ の 他 15,774
合 計 559,874

平成２4年度上半期の状況
水道局　☎２５−５２１１

市民１人あたり地方債現在高　　　　　　６１万８，７０７円

臨時財政対策債・合併特例債を除く場合　３４万６，５０４円

　（行政区域内人口６３，７６５人で計算）

市民１人あたり基金現在高　１１万９，２７４円

　（行政区域内人口６３，７６５人で計算）

※平成２４年度上半期（平成２４年９月３０日現在）
における一時借入金はありません。

特別会計
８５億２，４３６万円



10

　感性豊かな幼児期の子どもたちに楽しい感動体験を
してもらおうと観音寺中央ライオンズクラブ主催のク
ラウン公演が市内の幼稚園でありました。この日は、
一ノ谷幼稚園で公演があり、ピンク色の服に身を包ん
だピエロが風船でいろいろな動物を作ると、子どもた
ちは瞳を輝かせて大喜び。ローラースケートや玉乗り
をしながらのパフォーマンスに手拍子をしたりハイタ
ッチをしたりと楽しいひとときを過ごしました。

ピエロさん、おもしろかったよ21
11

　人権問題への正しい理解と認識を深めようと講演会
を開催。市内小・中学生の最優秀作品の表彰後「ブル
ーリボンに祈りを込めて」と題した横田夫妻の講演が
ありました。「拉致問題は重大な人権問題です。同じ
人間として、拉致被害者やその家族の心の痛みや叫び
に共感し関心を持ち続けてほしい」と切々と訴える横
田さん夫妻の話に、詰めかけた約７００人の人たちは真
剣な表情で耳を傾けていました。

人権講演会に聞き入りました24
11

　香川オリーブガイナーズの選手が、試合で使用して
いる市総合運動公園の野球場をきれいにしようと、清
掃ボランティアを実施。市内事業所の職員や家族連れ
なども参加して落ち葉などゴミ袋１２袋を集め、１時間
後には見違えるほどきれいになりました。清掃終了後
は、じゃんけんゲームをして親睦を図りました。

日ごろの感謝を込めて清掃活動24
11

　読書の楽しさや奥深さなどを味わってもらおうと開
催されている「観音寺子ども読書フェスティバル」。
４回目のことしは、絵本作家の川端誠さんを迎えて講
演と絵本ライブが行われました。親子で絵本作りや読
書感想文の発表会、キッズ隊や読書ボランティアによ
るおはなし会など、小さな子どもから中学生や大人も、
本を身近に感じられるイベントがたくさんありました。

本の魅力を子どもたちに伝えよう24・25
11

25
11 晩秋の里山でもみじ祭り
　大野原町田野々の法泉寺は、モミジの紅葉がとてもきれ
いで、市内外から毎年多くの人が訪れます。もみじ祭りの
日には落葉が目立ちましたが、モミジの赤色やイチョウの
黄色の葉が地面を彩り、拾い集める人の姿も。琴の演奏や
野だて茶会、バザーなども催され、秋の終わりを楽しむ人
たちでにぎわいました。
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　さいたまスーパーアリーナで開催される第４０回記念
マーチングバンド・カラーガード全国大会に出場する
大野原小学校。６６人の児童が一つになって１５年連続出
場という快挙を成し遂げました。６年生の森瑞季さん
は「伝統に誇りを持ち、仲間とともにすばらしい演奏
・演技をしてきます｣と力強く決意を語りました。

最高のステージで最高の演奏・演技を
　シニア世代の力を地域の子育てに生かし、三世代の
交流を深めようと「愛♡三世代ふれあいまつり」が開催
されました。あやとりやおてだま、コマまわし、メン
コなど、子どもには新鮮で、シニア世代や親世代には
懐かしい遊びばかり。子どもも大人も夢中になって遊
び、笑顔あふれる温かいふれあいの時間になりました。

遊びを通して、世代間のふれあいを

　山口県で開催される第２０回全国中学校駅伝大会女子
の部に出場する大野原中学校陸上部の激励会がありま
した。今春から全国大会出場を目指して強い気持ちで
練習に取り組んできた選手たち。「県代表としてベスト
を尽くします」「応援してくれる人たちに感謝して走り
抜きます」など、しっかりと決意を語りました。

　豊浜町福祉会館で「ＮＰＯ法人フレンズ」のクリス
マス会があり、約２００人の子どもがサンタクロースと
一緒に歌遊びやゲーム等を楽しみました。夏に伊吹島
で開かれる瀬戸内国際芸術祭の「浮き作り」にも挑戦。
発泡スチロールを釣りの浮きに見立て、カラーテープ
でペンギンや花などカラフルな作品を笑い声と歓声の
中で仕上げました。　　　（まちかど特派員　合田博子）

　交通事故が多発し、けが人や死亡者が増えています。
事故の恐ろしさを体感し、どうすれば安全かを考えて
もらおうと、スタントマンによる交通安全教室が開催
されました。事故の衝撃に驚きながらも「ゆとりや譲
り合いを大切に」「自転車も車両、ルールを守ろう」な
どを２５０人の参加者一人ひとりが再確認しました。

ルールを守って、事故をなくそう

クリスマス会で浮き作り

　昨年に続き、おさかな市といりこ祭りが伊吹漁協煮
干集出荷場で同時開催。おさかな市では、早朝から安
くて新鮮な魚や地元のおいしいものを手にいれようと
長蛇の列。また、いりこ祭りでは、洋食焼きやいりこ
の天ぷらなどの試食、いりこなどの直売に、多くの人
が集まりました。

５人の思いをたすきに込めて走ります 12
8

12
3

12
3

12
2

12
9

12
9 食の２つの祭典が大盛況
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宮﨑 望
の

々
の

香
か

ちゃん

父 啓司さん　    母 理恵さん
（柞田町）

 

 

笹 野 凉
りょう

雅
が

ちゃん

父 廉紘さん　    母 陽可さん
（三本松町）

西  山   響
ひびき

ちゃん
父 優季さん 　母 久美子さん

（室本町）

高  橋   奏
かなで

ちゃん

父 弘樹さん　   母 智寿世さん
（大野原町中姫）

 
 

沖 崎 功
こう

空
くう

ちゃん

父 尊夫さん　 　母 尚未さん
（琴浪町）

竹 中 律
りつ

稀
き

ちゃん

父 慎さん　　 　母 佳織さん
（新田町）

満１歳の子どもを募集
　１月４日から１月31日まで ４月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２４年 1 月生まれ

　

　食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
で
、

友
だ
ち
と
の
食
事
会
が
楽
し
み

と
話
す
の
は
、
１
月
に
８８
歳
に

な
る
小
松
フ
ミ
ヱ
さ
ん
。
月
に

２
、
３
回
は
友
人
と
出
か
け
、

に
ぎ
や
か
に
食
事
を
す
る
の
は

格
別
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
趣
味

を
持
つ
友
人
や
、
年
齢
が
離
れ

た
友
人
な
ど
、
お
互
い
が
良
い

刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　も
う
一
つ
、
心
待
ち
に
し
て

い
る
の
が
女
学
校
の
同
窓
会
で

す
。
年
に
２
回
の
集
ま
り
が
と

て
も
楽
し
み
で
、
昔
に
戻
っ
た

よ
う
な
輝
く
笑
顔
に
た
く
さ
ん

会
え
る
こ
と
が
、
何
よ
り
の
喜

び
だ
と
か
。

　退
職
を
き
っ
か
け
に
畑
仕
事

を
始
め
、
毎
日
２
、
３
時
間
、

手
入
れ
や
収
穫
で
体
を
動
か
し

ま
す
。
畑
で
は
、
野
菜
や
果
物
、

花
を
た
く
さ
ん
育
て
て
い
ま
す
。

太
く
な
っ
た
手
の
指
は
、
日
々

よ
く
働
い
た
勲
章
の
よ
う
。
三

輪
車
の
か
ご
に
花
を
い
っ
ぱ
い

に
入
れ
、
近
所
の
友
人
に
配
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　人
の
喜
ぶ
顔
を
見
る
の
が
大

好
き
な
フ
ミ
ヱ
さ
ん
。
近
く
の

河
原
に
も
た
く
さ
ん
の
花
を
植

え
て
、
遊
歩
道
を
散
歩
す
る
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
も
育
て
、
毎
年
、

保
育
園
の
園
児
に
芋
掘
り
体
験

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

一
生
懸
命
に
芋
掘
り
を
楽
し
む

園
児
の
姿
が
、
フ
ミ
ヱ
さ
ん
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

　娘
時
代
の
着
物
で
作
っ
た
と

い
う
優
し
い
風
合
い
の
羽
織
を

着
て
、
に
こ
や
か
な
表
情
で
い

ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
く
れ
る
、

そ
ん
な
フ
ミ
ヱ
さ
ん
が
み
ん
な

を
笑
顔
に
し
、
さ
ら
に
み
ん
な

の
笑
顔
が
フ
ミ
ヱ
さ
ん
の
喜
び

に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
現
役

　
　
　
　み
ん
な
の
笑
顔
が
見
た
く
て

小
松　
フ
ミ
ヱ
さ
ん
（
本
大
町
）
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　学校給食週間には、郷土料理や地場産物を活用した料

理を取り入れ、子どもたちが地域の食文化や産業や自然

環境等について理解を深め、郷土に関心をよせる心や感

謝する心を育むようにしています。

　学校給食のパンにもいろいろな工夫がされています。

香川県産のお米で作った米粉パンは、もちもちとした食

感で、かめばかむほどお米の甘味が出て、とてもおいし

いと子どもたちに好評です。

　今月は、そんなパンに合う地元野菜をたっぷり使った

シチューを紹介します。

全国学校給食週間１月２４日～３０日は

食育コーナー 学校給食課　☎５７−６６６０

＜献立＞（大野原学校給食センター）

★大根ツナサンドイッチ（米粉パン）

★地元野菜のシチュー

★小煮干しと大豆の揚げ煮　★イヨカン　★牛乳

❶ジャガイモは大きめの一口大、タマネギ

はくし形、金時ニンジンはいちょう切り

にする。ブロッコリーは、小房に分けて

さっとゆでて、冷ましておく。

❷小麦粉をバターでいため、温めた牛乳を

少しずつ加えて、ホワイトルウを作る。

（市販のシチューの素でもよい）

❸鍋にサラダ油を入れ、鶏肉とタマネギを

いため、ジャガイモ、金時ニンジンを入

れ、水と固形コンソメを加えて煮る。

❹材料が煮えたら塩、コショウで味付けし

②を入れる。

❺最後に小松菜、レタス、リーフレタス、

ブロッコリーを入れ、さっと加熱してで

きあがり。

地元野菜のシチュー

鶏肉１００ｇ、ジャガイモ中３個、タマネギ

中１個、金時ニンジン中１／４本、小松菜１

株、ブロッコリー１／２房、レタス１／２個、

リーフレタス１／２個、サラダ油小さじ１、

水２カップ、小麦粉大さじ２、バター（有

塩）１５ｇ、牛乳１カップ、固形コンソメ１

個、塩２ｇ、コショウ少々

（４人分）材　料

作り方

み
ん
な
の
輪

大
野
原
オ
ア
シ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
夢
は
６
人
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

　大
野
原
オ
ア
シ
ス
は
長
い
歴

史
が
あ
る
チ
ー
ム
で
、
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
が
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
通
じ
て
多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
小

学
２
、
３
年
生
の
女
の
子
６
人

が
、
週
３
回
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
バ
レ
ー
が
大
好
き
な
６

人
の
夢
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
。

体
力
を
つ
け
て
動
体
視
力
を
鍛

え
る
た
め
、
基
礎
練
習
を
中
心

に
汗
を
流
し
ま
す
。

　練
習
で
大
切
に
し
て
い
る
の

は
、
声
を
よ
く
出
す
こ
と
や
、

キ
ャ
プ
テ
ン
を
中
心
に
進
め
る

こ
と
。
声
を
出
す
こ
と
で
、
チ

ー
ム
内
の
リ
ズ
ム
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
コ
ー
チ
が
最
も

重
要
と
し
て
い
る
の
が
、
こ
の

リ
ズ
ム
で
す
。
良
い
リ
ズ
ム
は
、

自
然
と
点
数
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を
中

心
と
し
た
練
習
で
、
試
合
中
コ

ー
ト
内
に
コ
ー
チ
が
い
な
く
て

も
、
子
ど
も
た
ち
同
士
の
連
携

が
う
ま
く
で
き
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
普
段
か
ら
の
心
が
け
が
、

試
合
で
生
き
て
き
ま
す
。

　経
験
を
積
む
た
め
、
月
１
回

程
度
、
試
合
に
出
場
し
ま
す
。

高
学
年
の
チ
ー
ム
が
多
く
、
緊

張
や
怖
さ
も
あ
る
け
ど
、
６
人

の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
見
せ
ど
こ

ろ
。
奮
闘
の
末
、
勝
っ
た
と
き

の
喜
び
は
最
高
で
す
。

　子
ど
も
た
ち
に
バ
レ
ー
の
魅

力
を
聞
く
と
「
み
ん
な
で
協
力

し
合
う
と
こ
ろ
」
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
に
触
れ
る

楽
し
さ
や
試
合
に
勝
つ
喜
び
だ

け
で
な
く
、
心
の
つ
な
が
り
が

宝
物
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　団
員
募
集
中
！！
興
味
が
あ
る

人
は
、
代
表
の
井
下
さ
ん
（
☎

０
９
０

−

１
３
２
７

−

８
３
４

９
）
ま
で
。
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　企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７

　新
庁
舎
の
建
設
に
伴
い
、
平

成
２５
年
３
月
２５
日
（
月
）
か
ら
平

成
２７
年
度
の
新
庁
舎
完
成
ま
で
、

現
在
市
民
会
館
で
業
務
を
行
っ

て
い
る
課
が
、
大
野
原
支
所
と

豊
浜
支
所
に
移
転
し
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　危
機
管
理
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
０

　農
林
水
産
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
２

　市
内
に
は
約
４
０
０
カ
所
の

た
め
池
が
あ
り
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
で
決
壊
し
た
た
め
池
が

あ
っ
た
こ
と
や
、
東
南
海
・
南

海
地
震
の
発
生
が
予
測
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
貯
水
量

が
１０
万
㎥
以
上
で
土
堰え

ん

堤て
い

の
た

め
池
を
対
象
に
、
決
壊
し
た
場

合
を
想
定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
す
。

　ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
浸

水
範
囲
等
の
被
害
情
報
や
避
難

方
向
・
避
難
時
の
注
意
点
な
ど

の
減
災
情
報
を
掲
載
す
る
予
定

で
す
。
作
成
に
あ
た
り
、
情
報

収
集
の
た
め
の
聞
き
取
り
や
現

地
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
皆
さ
ん
や
近
隣
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○

対
象
た
め
池

　
　
　（
貯
水
量
の
大
き
い
順
）

一い
ち

ノの

谷た
に

池い
け

、
大お

お

池い
け

、
井い

関せ
き

池い
け

、

逆さ
か

瀬せ

池い
け

、
岩い

わ

鍋な
べ

池い
け

、
仁に

池い
け

、
粟あ

わ

井い

新し
ん

池い
け

、
千ち

歳と
せ

池い
け

、
代だ

い

之の

池い
け

、

河こ

内う
ち

池い
け

、
姥う

ば

ヶが

懐
ふ
と
こ
ろ

池い
け

、
野の

の々

池い
け

、

土ど

井い

之の

池い
け

、
瀬せ

戸と

池い
け

、
二ふ

た

葉ば

池い
け

、

亀か
め

尾お

池い
け

、
長な

が

谷た
に

池い
け

、
梅ば

い

花か

池い
け

、

袂
た
も
と

池い
け大お

お

谷た
に

池い
け

は
、
平
成
２３
年
度
に

作
成
し
ま
し
た
。

　経
済
的
に
困
っ
て
い
る
小
・

中
学
校
の
子
ど
も
の
保
護
者
に

対
し
、
就
学
に
必
要
な
経
費
の

一
部
を
援
助
し
ま
す
。
援
助
を

希
望
す
る
人
は
、
在
学
（
入
学
）

す
る
学
校
、
ま
た
は
学
校
教
育

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　学
校
教
育
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
８

　建
設
工
事
等
の
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

１
月
２１
日
（
月
）
～
２
月
１
日

（
金
）

 

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時
、

午
後
１
時
～
午
後
３
時
３０
分

総
務
課
管
財
契
約
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
０
０

た
め
池
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す

義
務
教
育
の
就
学
費
を

　
　
　
　
援
助
し
ま
す

お詫びと訂正

平
成
２５
・
２６
年
度
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

新
庁
舎
建
設
に
伴
い

市
民
会
館
内
の
各
課
が

　
支
所
に
移
転
し
ま
す

　　課　　　名 　現　　在 → ３／２５（月）以降

農林水産課
市民会館２階 → 大野原支所１階

農業委員会事務局

教育総務課

市民会館１階 → 大野原支所２階学校教育課

市民スポーツ課

建設課
市民会館１階 → 豊浜支所１階

建築課

　広報紙１２月号６ページ「市職員の給与等の状況」の「職員の給与に関す

ること」に掲載した数字に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

住民基本台帳人口
（平成２３年度末）

歳 出 額（Ａ） 実質収支 人 件 費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）
（参考）平成２２年度

の人件費率

６３，３４９人 ２４，１６０，９２１千円 ７５３，８３９千円 ４４，４４７，１８２千円 １８．４％ １５．５％

住民基本台帳人口
（平成２３年度末）

歳 出 額（Ａ） 実質収支 人 件 費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）
（参考）平成２２年度

の人件費率

６３，３４９人 ２４，１６０，９２１千円 ７５３，８３９千円 ４，４４７，１８２千円 １８．４％ １５．５％

（１） 人件費の状況（普通会計決算）

（誤）

（誤）

（正）

（正）

（平成２３年度）

（４）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成２３年４月１日現在）

区　　　　分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年

一般行政職
大学卒 　　−　　円 ３７７，３７５円 ３５９，１７５円

高校卒 　　−　　円 ２６２，０００円 ３１１，７３３円

区　　　　分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年

一般行政職
大学卒 　　−　　円 ３０２，３７５円 ３５９，１７５円

高校卒 　　−　　円 ２６２，０００円 ３１１，７３３円
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観
音
寺
市
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会

　☎
２３

−

３
９
４
５

　２０
歳
に
な
る
と
、
法
律
上
も

大
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
権
利
や
責
任
を
持
ち
ま

す
。
選
挙
権
も
、
そ
の
中
の
権

利
の
一
つ
で
す
。

　選
挙
は
、
あ
な
た
の
意
思
を

主
権
者
と
し
て
政
治
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
大
切
な
場

で
す
。
政
治
は
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
決
め
る
も
の
。
１
票
に

込
め
ら
れ
た
あ
な
た
の
意
思
が
、

代
表
者
を
選
び
社
会
を
動
か
し

ま
す
。

　私
た
ち
み
ん
な
で
よ
り
よ
い

社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、
大
切

な
自
分
の
１
票
を
進
ん
で
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

　６５
歳
以
上
（
平
成
２５
年
４
月

１
日
現
在
）
の
人
に
、
１
月
中

旬
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

送
付
し
ま
す
（
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
を
除
く
）。
運
動
や

栄
養
、
口こ
う

腔く
う

、
閉
じ
こ
も
り
、

物
忘
れ
、
う
つ
症
状
な
ど
の
２５

項
目
に
つ
い
て
「
は
い
」「
い
い

え
」
で
回
答
し
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
１
月
３１
日
（
木
）
ま
で

に
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　皆
さ
ん
が
ど
の
く
ら
い
元
気

に
生
活
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、

そ
の
結
果
に
よ
り
「
筋
力
つ
け

ん
な
～
教
室
」
や
「
さ
わ
や
か

栄
養
教
室
」
の
案
内
を
し
ま
す
。

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

○
営
業
施
設
を
有
し
、
常
時
営

業
し
て
い
る
こ
と

○
衛
生
上
必
要
な
施
設
を
完
備

し
、
衛
生
意
識
を
有
し
て
い

る
こ
と

○
供
給
能
力
が
十
分
あ
る
こ
と

は
た
ち
と
選
挙
権

介
護
予
防
の
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い

平
成
２５
年
度
学
校
給
食

物
資
納
入
業
者
を
募
集

おめでとう
　　　ございます

平成２３年度
　　人権作品優秀賞

萩原小学校６年（平成２３年度）
矢野　京さん

中部中学校３年（平成２３年度）
長渕　花七里さん

条
件
（
抜
粋
）

２
月
１
日
（
金
）
～
２８
日
（
木
）

観
音
寺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５７

−

６
６
６
０

大
野
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５４

−

４
３
９
０

２
月
１
日
（
金
）
～
１２
日
（
火
）

豊
浜
中
学
校

　
　
　
　☎

５２

−

２
１
５
２
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２
月
６
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

働
く
婦
人
の
家
１
階
相
談
室

２
月
７
日
（
木
）

午
前
９
時
～
正
午

大
野
原
支
所
１
階
ロ
ビ
ー
会

議
室

２
月
７
日
（
木
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

豊
浜
福
祉
会
館
１
階
会
議
室
１

（
公
的
年
金
全
般
に
つ
い
て
）

年
金
手
帳
、
預
金
通
帳
、
通

帳
印
（
口
座
振
替
の
た
め
）

香
川
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
１
２
０

−

６
５

−

４
１
９
２

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の

２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
人
は
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険
料

の
納
付
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

●

国
民
年
金
と
は

　国
が
運
営
す
る
年
金
制
度
で

す
。
現
役
世
代
が
高
齢
者
を
支

え
る
世
代
間
扶
養
で
、
年
金
額

は
経
済
変
動
に
応
じ
て
ス
ラ
イ

ド
し
、
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。

●

手
続
き

　２０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人

（
学
生
も
含
む
）
は
、
市
民
課
で

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
人
は
不
要
）

●

年
金
手
帳

　初
め
て
国
民
年
金
や
厚
生
年

金
に
加
入
す
る
と
年
金
手
帳
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
手
帳
は
、

今
後
年
金
に
関
す
る
手
続
き
や

就
職
、
年
金
を
受
け
取
る
と
き

に
も
必
要
で
す
。
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

●

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人

　所
得
が
少
な
く
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
人
は
、

若
年
者
納

付
猶
予
制
度
や

学
生
納
付
特
例

　介
護
が
必
要
に
な
る
前
に
予

防
を
す
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

　介
護
が
必
要
に
な
っ
た
原
因

と
し
て
「
年
を
と
っ
て
身
体
を

動
か
す
こ
と
が
お
っ
く
う
に
な

っ
た
」「
歯
が
抜
け
て
食
べ
物
が

思
う
様
に
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ

た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
寝
た
き
り
と
は
直

接
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、
体
を
動
か
さ
な
く
な
っ

た
り
栄
養
が
不
足
し
た
り
す
る

と
筋
力
が
低
下
し
、
転
倒
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
転

倒
が
原
因
で
骨
折
す
る
と
、
そ

の
ま
ま
寝
た
き
り
に
な
る
可
能

制
度
な
ど
の
保
険
料
納
付
猶
予

制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。
ほ
か

の
年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
が
少

な
い
若
年
層
（
２０
歳
代
で
学
生

以
外
の
人
）
や
所
得
が
無
い
学

生
が
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。
将
来
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
不
慮
の

事
故
な
ど
で
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
な
ど
と

い
う
こ
と
を
防
止
し
ま
す
。

　制
度
の
適
用
を
受
け
た
期
間

は
、
将
来
受
け
る
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
期
間
の
保
険
料
は
、
１０
年

以
内
で
あ
れ
ば
後
で
古
い
期
間

か
ら
順
に
納
付
（
追
納
）
が
で

き
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
０

性
が
高
い
の
で
す
。

　高
齢
に
よ
る
体
の
衰
え
や
、

骨
折
・
転
倒
、
関
節
疾
患
な
ど

の
生
活
不
活
発
病
は
、
早
期
に

取
り
組
め
ば
予
防
で
き
ま
す
。

現
在
介
護
や
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
人
で
も
、
介
護
予
防
を

行
う
こ
と
で
、
状
態
の
悪
化
を

防
ぎ
、
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　年
を
と
っ
て
も
元
気
で
は
つ

ら
つ
と
過
ご
す
た
め
に
、
心
身

の
老
化
の
サ
イ
ン
に
早
く
気
付

き
、
身
体
の
機
能
を
維
持
・
向

上
さ
せ
る
な
ど
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

２０
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

国
民
年
金
基
金
の
相
談
会

㈱
た
ま
や
（
高
松
市
）

優
良
児
童
図
書
の
寄
贈

昭
和
６２
年
か
ら
毎
年
寄
贈
さ

れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
図
書
は
、

児
童
へ
の
読
書
啓
発
や
読
書

推
進
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

社
団
法
人
み
と
よ
青
年
会
議
所

図
書
館
の
図
書
充
実

　
　
　
　
　
　
　へ
の
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こんな悪循環を
介護予防で断ち切りましょう！！

①最近よく
　つまずくようになった

②家や外出先で
　　　　転んでしまった

③転ぶのが怖くて
　外出しなくなった

⑤ますます筋力が低下

⑥ついには寝たきり…

④動かないので食欲がなく
　　　　　　欠食するようになった

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎
２３

−

３
９
６
８

介
護
予
防
の
豆
知
識

①
介
護
予
防
は
な
ぜ
大
切
？
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１
月
２０
日
（
日
）

高
室
小
学
校

１
月
２７
日
（
日
）

大
野
原
小
学
校
／
紀
伊
小
学
校

　生
活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

　浄
化
槽
は
生
活
排
水
を
き
れ

い
に
し
、
環
境
保
全
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め

「
保

守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
」

の
３
点
を
行
う
こ
と
が
浄
化
槽

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽

が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
調
べ
る
重
要
な
検
査
で

す
。
知
事
指
定
検
査
機
関
（
公
益

社
団
法
人
香
川
県
浄
化
槽
協
会
）

か
ら
、
順
次
受
検
案
内
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
趣
旨
を
理
解
い
た

だ
き
、
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
補
助
金
を
受
け
て
浄

化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人
は
、

工
事
完
了
検
査
終
了
後
５
年
以

内
に
、
法
定
検
査
受
検
の
有
無

を
確
認
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

（
公
社
）
香
川
県
浄
化
槽
協
会

☎
０
８
７

−

８
８
１

−

６
６
０
０

　市
内
に
は
、
サ
ル
や
イ
ノ
シ

シ
な
ど
の
野
生
動
物
が
生
息
し

て
い
ま
す
。
本
来
は
山
中
で
生

息
す
る
も
の
で
す
が
、
エ
サ
な

ど
を
求
め
て
市
街
地
に
出
没
し

て
い
ま
す
。
野
生
動
物
が
人
に

危
害
を
加
え
た
事
例
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
故
防
止

の
た
め
、
遭
遇
し
た
と
き
は
次

の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

○

近
寄
ら
ず
、
目
を
合
わ
せ
な
い

　自
分
の
背
中
を
見
せ
な
い
よ

う
に
、
慌
て
ず
に
ゆ
っ
く
り
後

ず
さ
り
し
な
が
ら
そ
の
場
を
離

れ
ま
し
ょ
う
。
き
然
と
し
た
態

度
を
保
つ
こ
と
が
肝
心
で
す
。

○

刺
激
を
与
え
な
い

　人
間
の
大
声
や
大
き
な
物
音
、

カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
に
、
野

生
動
物
は
威
嚇
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。

○

エ
サ
を
与
え
な
い
、
食
べ
物

を
放
置
し
な
い

　エ
サ
場
と
し
て
認
識
す
る
き

っ
か
け
に
な
り
、
繰
り
返
し
出

没
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
田

畑
の
周
り
な
ど
に
野
菜
ク
ズ
な

ど
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　農
林
水
産
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
１

　危
機
管
理
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
０

　日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披

露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
見
学
に
来
て

く
だ
さ
い
。

１
月
１３
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
～
正
午

観
音
寺
市
総
合
運
動
公
園

表
彰
式
、
各
種
操
法
披
露
、

消
防
ポ
ン
プ
車
放
水
等

訓
練
の
た
め
、
午
前
７
時
３０

分
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

　商
工
観
光
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

　初
詣
を
す
る
人
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
、
通
常
は
午
後
１０

時
ま
で
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
、

夜
明
け
ま
で
継
続
し
ま
す
。

１２
月
３１
日
（
月
）
の
夜
～

　
　
　１
月
４
日
（
金
）
の
朝

展
望
所
は
足

元
が
暗
い
所

が
あ
る
た
め
、

懐
中
電
灯
の

持
参
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

種　類 平成２３年 平成２４年 増　減

可燃ごみ 953.76 929.15 △ 24.61

新　　聞 26.04 27.75 1.71

雑誌・ざつ紙 27.81 26.85 △ 0.96

段ボール 16.71 15.41 △ 1.30

（単位：トン）ごみの収集状況（１1 月）

野
生
動
物
に
遭
遇
し
た
ら

資
源
回
収
予
定

毎
年
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
の
法
定
検
査

市
消
防
団
出
初
式

お
正
月
に
時
間
を
延
長

銭
形
砂
絵
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　９
月
２０
日
に
、
不
燃
物
収
集

運
搬
車
両
か
ら
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
原
因
は
、
収
集
し
た

ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ラ
イ
タ
ー
等
の

ガ
ス
抜
き
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
収
集
ご
み
に
引
火
し

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
と
、
火

災
や
爆
発
な
ど
の
事
故
に
つ
な

が
り
、
大
変
危
険
で
す
。
ガ
ス

ボ
ン
ベ
や
ラ
イ
タ
ー
、
ス
プ
レ

ー
缶
な
ど
は
使
い
切
り
、
必
ず

穴
を
開
け
て
、
ほ
か
の
ご
み
と

分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　豊
浜
町
の
大
平
木
自
治
会
で

は
、
穴
あ
け
と
キ
ャ
ッ
プ
の
除

去
を
当
番
が
再
度
確
認
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
キ
ャ
リ
ー
を

活
用
し
、
ほ
か
の
ご
み
と
の
分

別
も
適
切
に
で
き
て
い
ま
す
。

　各
種
の
不
燃
物
が
混
在
し
た

ご
み
は
大
変
危
険
で
す
。
事
故

や
け
が
を
防
ぐ
た
め
、
分
別
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　生
活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

当番が確実に確認
ボンベの穴あけ
　　・キャップ除去

こんな取り組み
　あんな取り組み

ごみ減量化シリーズ⑤
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　口
腔
が
ん
は
体
の
中
の
が
ん

で
す
が
、
目
に
見
え
る
場
所
に

で
き
る
こ
と
が
多
く
、
口
の
中

を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
で
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
可
能
で

す
。
治
り
に
く
い
口
内
炎
が
口

腔
が
ん
だ
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
専
門
医
の
検
診

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

各
７５
人
（
先
着
順
）

無
料

１
月
２１
日
（
月
）
ま
で

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
下
記

へ
申
し
込
み
（
希
望
の
日
時

と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
）

　事
件
・
事
故

　
　緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
１
１
０
番

　１
１
０
番
を
か
け
た
時
は

〇

何
が
あ
り
ま
し
た
か

〇

い
つ
、
ど
こ
で
あ
り
ま
し
た
か

〇

け
が
人
は
い
ま
す
か

〇

犯
人
の
特
徴
、
逃
げ
た
方
向

や
手
段
は

〇

あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い

な
ど
の
質
問
を
し
ま
す
。
慌
て

ず
、
落
ち
着

い
て
答
え
て

く
だ
さ
い
。

18

　平
成
２５
年
度
が
ん
検
診
の
希

望
申
込
書
を
１
月
中
旬
か
ら
郵

送
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る

人
は
、
必
ず
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。（
申
込
書
に
記
入
し
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
（
切
手
不
要
）

で
返
送
）

　が
ん
に
か
か
る
人
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
市
の
検
診
で

も
、
毎
年
多
数
の
人
が
早
期
に

発
見
さ
れ
治
療
し
て
い
ま
す
。

健
康
の
た
め
、
年
に
１
回
の
検

診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

２
月
１
日
（
金
）
ま
で

子
宮
・
乳
が
ん
は
２
年
に
一

度
の
検
診
で
、
平
成
２４
年
度

に
受
け
た
人
は
対
象
外
で
す
。

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
場

合
は
検
診
の
案
内
が
で
き
ま

せ
ん
。

受
診
を
希
望
し
な
い
人
は
申

込
書
の
返
送
は
不
要
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　健
康
な
骨
は
、
組
織
が
し
っ

か
り
し
て
密
度
が
高
く
丈
夫
で

す
。
し
か
し
、
組
織
が
粗
く
な

っ
て
ス
カ
ス
カ
の
状
態
（
骨
粗

し
ょ
う
症
）
に
な
る
と
、
日
常

生
活
の
さ
さ
い
な
動
作
で
も
骨

折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。「
大
丈

夫
」
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
も
、

一
度
骨
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

各
４０
人
（
先
着
順
）

無
料
（
予
約
が
必
要
）

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月

実
施
し
て
い
ま
す
。
広
報
紙

保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
で
日
時
を

確
認
し
、
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

香
川
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔

外
科
医
局

☎
０
８
７

−

８
９
１

−

２
２
２
７

　０
８
７

−

８
９
１

−

２
２
２
８

右
記
ま
た
は
香
川
県
健
康
福

祉
総
務
課

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
２
７
３

●

腎
臓
病
教
室

腎
臓
が
悪
く
な
っ
た
ら
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
／
運
動
療
法
の
必

要
性
／
腎
臓
病
の
進
行
を
遅
ら

せ
る
為
に

１
月
１７
日
（
木
）

午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

事
前
予
約
が
必
要

　三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５２

−

２
７
２
６

が
ん
検
診
で
早
期
発
見
を

平
成
２５
年
度

　
　
が
ん
検
診
希
望
調
査

あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
？

専
門
医
に
よ
る

　
　
　
口こ

う

腔く
う

が
ん
検
診

１
月
１０
日
は
１
１
０
番
の
日

三
豊
総
合
病
院
健
康
教
室

ス ポ ー ツ 行 事

健
康
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

がん征圧イメージ
キャラクター

「ソウキくん」

１
月
３０
日
（
水
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

２
月
４
日
（
月
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

豊
浜
福
祉
会
館

２
月
３
日
（
日
）
午
前
１０
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
３
時

三
豊
総
合
病
院

２
月
１７
日
（
日
）
午
前
１０
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
３
時

香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院

月　日 行　　　　　事

１／６
第２４回三豊観音寺
　　　　体操協会合同発表会
８：３０～／市立総合体育館

１３
第５６回豊浜近県剣道大会
９：００～／大野原会館

１４
市スポーツ少年団
　　　　　スポーツ交流大会
８：３０～／市立総合体育館

２０
第５６回豊浜近県中学校
　　　　　　　　　柔道大会
９：００～／市立総合体育館

２／２・
　３・１１

三豊杯ジュニアサッカー大会
８：００～／総合運動公園

３
香川県バウンドテニス
　　　　　　　親善交流大会
９：００～／市立総合体育館

９・１０
香川室内跳躍競技会
８：３０～／市立総合体育館

Ｆ
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由
さ
を
感
じ
て
い
る
人
や
そ

の
家
族
、
関
係
者
な
ど

香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
１
２

−

５
５
６
３

　広
く
「
人
工
内
耳
」
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
説
明
・
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

１
月
２７
日
（
日
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

香
川
県
立
文
書
館

香
川
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉

科
宮
下
先
生
、
言
語
聴
覚
士

福
田
先
生

講
演
と
体
験
発
表
な
ど

重
度
難
聴
者
や
中
途
失
聴
者

や
そ
の
家
族
、
関
係
者
な
ど

人
工
内
耳
友
の
会
四
国
支
部
・

香
川

☎
０
８
７

−

８
６
８

−

９
２
０
０

１
月
２３
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

観
音
寺
市
中
央
公
民
館
２
階

会
議
室

失
業
し
て
住
居
を
失
っ
た
、

解
雇
さ
れ
生
活
費
が
乏
し
い
、

再
就
職
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
し
た
い
な
ど
、
生
活

や
就
労
に
関
す
る
相
談

　地
元
の
野
菜
や
果
物
（
さ
ぬ

き
讃
フ
ル
ー
ツ
）
で
フ
ラ
ン
ス

料
理
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？１

月
１９
日
（
土
）

正
午
～
午
後
２
時

観
音
寺
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

フ
レ
ン
チ
コ
ー
ス
（
フ
ォ
ア

グ
ラ
の
ポ
ア
レ
冬
大
根
添
え
、

キ
ウ
イ
と
苺
の
ミ
ル
フ
ィ
ー

ユ
な
ど
）

３５
人
（
申
込
は
先
着
順
）

５
０
０
円
（
当
日
支
払
い
）

１
月
８
日
（
火
）
必
着

は
が
き
に
住
所
と
氏
名
、
電

話
番
号
、「
ラ
ン
チ
会
参
加
希

望
」
と
記
載
し
、
左
記
へ
郵
送

（
は
が
き
１
枚
で
２
人
ま
で
）

〒
７
６
８

−

０
０
４
０

柞
田
町
甲
１
０
４
７

（
株
）
観
音
寺
地
方
卸
売
市
場

香
川
県
農
業
生
産
流
通
課

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
４
１
６

　仮
屋
地
区
に
昔
か
ら
伝
わ
る

「
扇
さ
っ
き
ょ
う
」
と
呼
ば
れ
る

伝
統
の
た
こ
や
手
作
り
の
た
こ

が
、
浜
風
を
受
け
て
空
高
く
舞

い
上
が
り
ま
す
。
当
日
は
、
先

着
３
０
０
人
の
子
ど
も
に
た
こ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

家
族
連
れ
で
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ

い
。１

月
２７
日
（
日
）

午
前
１０
時
か
ら
（
小
雨
決
行
）

有
明
グ
ラ
ウ
ン
ド

仮
屋
じ
ゃ
こ
倶
楽
部
事
務
局

　
　
　
　☎

２４

−

１
８
１
８

　観
音
寺
第
一
高
等
学
校
の
現

在
の
校
舎
は
昭
和
３６
年
か
ら
４０

年
に
か
け
て
建
設
さ
れ
、
多
く

の
生
徒
が
高
校
生
活
を
送
っ
て

き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
新
校
舎

改
築
工
事
が
始
ま
る
た
め
、
現

在
の
校
舎
の
お
別
れ
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
。

１
月
２
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

観
音
寺
第
一
高
等
学
校
校
舎

（
一
部
の
教
室
）、
体
育
館
、

百
周
年
記
念
館
、
資
料
館

当
日
、
玄
関
で
受
け
付
け

観
音
寺
第
一
高
等
学
校

　
　
　
　☎

２５

−

４
１
５
５

　相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。（
予
約
制
、
事
前
申

し
込
み
が
必
要
）

１
月
２７
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

高
松
法
務
局
観
音
寺
支
局

登
記
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、

人
権

１
月
７
日
（
月
）
～
１８
日
（
金
）

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

　高
松
法
務
局
観
音
寺
支
局

　
　
　
　☎

２５

−

４
５
２
８

　視
覚
障
が
い
者
や
目
に
不
自

由
さ
を
感
じ
て
い
る
人
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

１
月
２５
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
正
午

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
身
障

者
会
議
室

福
祉
制
度
の
説
明
や
生
活
訓

練
の
紹
介
と
実
施
、
視
覚
障

が
い
者
向
け
の
便
利
グ
ッ
ズ

の
紹
介
、
日
常
生
活
で
の
工

夫
の
提
案

視
覚
障
が
い
者
や
目
に
不
自

香
川
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
８
０

−

３
９
２
３

−

８
６
０
９

香
川
県
労
働
政
策
課
雇
用
対

策
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
３
６
８

１
月
１６
日
（
水
）
～
１８
日
（
金
）

　午
後
１
時
～
午
後
４
時

１
月
１５
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

　大
会
当
日
は
交
通
規
制
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

２
月
３
日
（
日
）
午
前
１０
時
２５

分
～
午
後
１
時
５０
分

県
立
丸
亀
競
技
場
～
県
道
３３
号

線
の
坂
出
市
京
町
交
差
点
付
近

香
川
丸
亀
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
組
織
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
７
７

−

２
４

−

６
２
７
４

19

視
覚
障
が
い
者
の
生
活
相
談
会

四
国
一
斉
！

　
法
務
局
休
日
相
談
所

観
音
寺
第
一
高
等
学
校
の

　
　
現
校
舎
お
別
れ
見
学
会

人
工
内
耳
説
明
・
相
談
会

生
活
や
就
労
の
出
張
相
談

交
通
規
制
に
協
力
を

第
６７
回
香
川
丸
亀
国
際

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

就
農
相
談
窓
口

第
３０
回
観
音
寺
銭
形

　
　
　
た
こ
あ
げ
大
会

プ
ロ
が
創
作
す
る
ラ
ン
チ
会



20

に
つ
い
て
、
改
造
や
移
転
、
除

却
な
ど
が
困
難
な
場
合
は
、
申

請
に
応
じ
て
現
状
の
ま
ま
で
の

設
置
が
許
可
さ
れ
ま
す
。

　改
正
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　香
川
県
都
市
計
画
課

　☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
５
５
６

設
置
区
域
が
観
音
寺
市
内
の

広
告
物
の
許
可
申
請
お
よ
び

問
い
合
わ
せ
は
、

西
讃
土
木
事
務
所
総
務
課

　
　
　
　☎

２５

−

５
２
６
１

　交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
犯

罪
の
被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察

官
が
そ
の
被
疑
者
を
起
訴
（
裁

判
に
か
け
る
こ
と
）
し
て
く
れ

な
い
。
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。

な
ど
の
不
満
が
あ
る
人
は
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

丸
亀
検
察
審
査
会
事
務
局

（
高
松
地
方
裁
判
所
丸
亀
支

部
内
）

☎
０
８
７
７

−

２
３

−

５
２
８
１

　屋
外
広
告
物
の
設
置
に
関
す

る「
香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
」

が
改
正
さ
れ
、
平
成
２５
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　店
舗
や
事
業
所
等
の
敷
地
に

店
名
や
事
業
内
容
な
ど
を
表
示

す
る
「
自
家
用
広
告
物
」
は
、

こ
れ
ま
で
規
制
の
適
用
対
象
外

で
し
た
が
、
景
観
に
配
慮
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

新
た
に
一
定
の
規
制
が
導
入
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
主
要

道
路
沿
い
な
ど
の
許
可
地
域
や

禁
止
区
域
で
、
一
定
規
模
以
上

の
「
自
家
用
広
告
物
」
を
設
置

す
る
際
は
、
許
可
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
、

条
例
施
行
の
時
点
で
す
で
に
設

置
し
て
い
る
「
自
家
用
広
告
物
」

で
、
改
正
後
に
設
置
許
可
が
必

要
に
な
る
も
の
は
、
施
行
後
１

年
間
に
限
り
、
許
可
を
受
け
る

こ
と
な
く
設
置
で
き
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
広
告
物
の
う
ち

許
可
基
準
を
満
た
さ
な
い
も
の

　一
般
消
費
者
を
相
手
に
、
商

品
先
物
取
引
を
業
と
し
て
行
う

場
合
は
、
許
可
が
必
要
で
す
。

許
可
を
受
け
て
い
な
い
「
無
許

可
業
者
」
と
取
引
を
し
な
い
よ

う
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　自
宅
や
職
場
に
、
電
話
な
ど

で
外
国
の
大
豆
取
引
の
し
つ
こ

い
勧
誘
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、

無
許
可
業
者
の
可
能
性
が
高
い

の
で
、
契
約
や
取
引
は
も
ち
ろ

ん
、
話
し
合
い
に
も
応
じ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

委
託
者
等
の
保
護
を
さ
ら
に

図
る
た
め
、
平
成
２３
年
１
月

１
日
に
商
品
先
物
取
引
法
が

改
正
さ
れ
、
国
内
商
品
市
場

取
引
に
加
え
て
、
外
国
商
品

市
場
取
引
や
店
頭
商
品
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
業
と
し
て

行
う
者
は
「
商
品
先
物
取
引

業
者
」
と
し
て
の
許
可
が
必

要
で
す
。

西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２５

−

５
１
３
５

商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

商
品
先
物
取
引

　
無
許
可
業
者
に
注
意

貸し出し福袋

平
成
２５
年
４
月
１
日
か
ら

自
家
用
広
告
物
に
も

規
制
を
適
用

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
検
察
審
査
会

図書館だよりLibrary News

休館日　　　　　7・14・21・28日
　　　　　　　　年始は４日（金）から開館します

どんな本が入っているか…
袋を開けてのお楽しみ♪

おすすめの本３冊を詰めた
福袋を貸し出します。

大人向け・子ども向け各25袋
無くなり次第終了

４日（金）午前９時から

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

★おはなし会
★古典文学講座

12日（土）　　　14：00～15：00
19日（土）　　９：30～11：30

大野原図書館

★おはなし会

★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　五木寛之　著　「親鸞（下）」（講談社）

５日（土）　　　13：30～14：10
26日（土）　　13：30～14：10
８日（火）　　11：00～11：30
18日（金）　　13：30～

中央図書館

豊浜図書館
５日（土）　　13：30～14：30

19日（土）　　13：30～14：00

★工作教室
　カラフルこまをつくろう！
★おはなし会
　紙芝居「ゆたんぽくん」ほか

今月のおすすめ本

「母という病」
著：岡田　尊司　出版：ポプラ社
著者は大野原町出身の精神科医

作家・小笠原慧としても活躍中です

新しい紙芝居がたくさん入りました
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　９日（水）・２３日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　１６日（水）午前１０時～午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年

金事務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　７日（月）

午前１０時～午後３時　市役所本庁地下会議室　街角の

年金相談センター高松の相談員　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　 １１日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原 　１０日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜 

８日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　９日（水）午後１時３０分～午後

５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　１０日（木）・１７日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 １０日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１３日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　　先着各３人　 ９日（水）

午後１時～午後３時　〇司法書士の法律相談　働く婦

人の家相談室　〇保健師のこころの健康相談　社会福

祉センターふれあい相談室

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　８日（火）・２２日

（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい

相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　 １５日（火）・２９日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　１７日（木）午前１０時～正午　大野原

いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　１５日（火）午前１０時

～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　

９日（水）午前１０時～午後４時　観音寺市中央公民館２

階会議室　 就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　　土・日

・祝を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成セ

ンター

行政相談　☎２３−３９１５　　１８日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

所

所

講

講

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

数

数

内 対

時

時

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講所
な
ど
の
暖
房
器
具
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
が
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
期
な
の
で
、
家
庭
で
の
火

の
取
り
扱
い
に
も
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

11
30

火
災

救
急

２
、５
１
４
件

25
件

　

　　
火
災

救
急

　世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
、

法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上
し
壁
画

が
焼
損
し
た
昭
和
２４
年
１
月
２６

日
の
火
災
は
、
文
化
財
保
護
法
制

定
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　貴
重
な
文
化
財
を
火
災
や
震

災
、
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
昭
和
３０
年
に
１
月
２６
日

を｢

文
化
財
防
火
デ
ー｣

と
定
め
、

毎
年
こ
の
日
を
中
心
に
全
国
で

文
化
財
防
火
運
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
文
化
財
に
対
す
る
防

火
意
識
を
高
め
、
歴
史
あ
る
貴

重
な
財
産
を
後
世
に
残
し
て
い

く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
責
任
で

す
。
本
市
に
も
数
多
く
の
文
化

財
が
あ
り
、
毎
年
防
火
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　朝
夕
の
冷
え
込
み
が
強
く
な

り
、
空
気
が
乾
燥
す
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
石
油
ス
ト
ー
ブ

文
化
財
防
火
デ
ー

１１月１日～３０日（敬称略）

香典返し

柞 田 町

大野原町大野原

大野原町中姫

植 田 町

大野原町青岡

坂本町五丁目

観音寺町

藤下　　盤＝

大山　　要＝

高橋　正時＝

大西　博幸＝

眞鍋　和三＝

田代　　求＝

㈱四国服装＝

香川　和也＝

茨木　　猛＝

中西　敬治＝

平井　　勲＝

田中　捷昭＝

久保　　武＝

高橋　広幸＝

新 田 町

大野原町丸井

植 田 町

豊浜町和田

豊浜町和田

柞 田 町

豊浜町和田
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今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

63,760 
30,645 

24,164 
33,115 

１月の納税・納付
市民税・県民税　　　　 （４期）
国民健康保険税　　　 　（４期）
後期高齢者医療保険料 　（７期）
介護保険料　　　　　 　（４期）
納期限　1月31日（木）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ 生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

椀
わん

貸
かし

塚
づか

古墳③（大野原町）観音寺市の
　古墳文化

１２月１日現在
外国人を含む

１

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

大西病院

中島歯科医院

姫浜調剤薬局

冨士クリニック

ひまわり調剤薬局春日

第健調剤薬局

茂西町　☎25−3291

観音寺町（七間橋）☎25−3069

豊浜町　☎52−1733

観音寺町（春日）☎25−3692

観音寺町（春日）☎24−3863

豊浜町　☎56−3477

医

医

歯

薬

薬

西山整形外科医院

藤村歯科医院

こまつ薬局古川

ケイ・アイ薬局

たしろ医院

よしだ歯科クリニック

ことひき薬局

第健調剤薬局

おざきこどもクリニック

サンシャインスター薬局

ひまわり調剤薬局三豊

羽崎病院

そうごう薬局観音寺店

ケイ・アイ薬局

業天医院

ヤマニ薬局

快生堂豊浜調剤薬局

古川町　☎25−0107

大野原町　☎54−2274

古川町　☎56−0555

豊浜町　☎52−1818

南町　 　☎25−8413

高屋町　☎25−8773

南町　　☎56−0062

豊浜町　☎56−3477

柞田町　☎24−6789

柞田町　☎57−5315

豊浜町　☎52−5100

栄町　　☎25−3382

栄町　　☎25−6551

豊浜町　☎52−1818

豊浜町　☎52−3636

昭和町　☎23−0502

豊浜町　☎56−3260

医

医

医 医 医

歯

歯

薬

薬

薬 薬 薬

小山医院

中西歯科医院

ひまわり調剤薬局三豊

村黒町　☎25−2354

高瀬町　☎72−6057

豊浜町　☎52−5100

医

歯

薬

共福

育児相談

あぶあぶひろば

3 カ月児健診

ほっと相談

プレママ広場

あぶあぶひろば

保

保 いきいき

いき

はつらつ会

もぐもぐレッスン

あぶあぶひろば

骨密度測定

のびのび教室

9:00 ～ 11:00

10:00 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

ふれ

ふれ

いき はつらつ会

1 歳 6 カ月児健診

ゆう酸素リフレッシュ体操

ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 16:00

はつらつ会

健康栄養相談
9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

はつらつ会
9:00 ～ 11:00

いき

いき

健康栄養相談

ふれあい広場

１歳６カ月児健診

のびのび教室

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

保

保

保

保

保

ふれ

（旧観音寺市 H23 年 6 月生まれ）

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

ぴよぴよクラブ

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

いき

いき

いき

ふれ

（大野原町・豊浜町　
H24年９月・10月生まれ）

ふれあい広場

3 歳児健診
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

ふれ

ぴよぴよクラブ

3 カ月児健診

筋力つけんな～教室

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

育児相談

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

健康相談

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:30

いき

いき

いき

9:30 ～ 11:00

10:00 ～ 12:00

14:00 ～ 14:30

9:30 ～ 11:00

10:00 ～ 12:00

10:00 ～ 12:00

健康栄養相談

１０カ月児相談

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

いき

いき

いき

9:30 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市 H24年3月生まれ） 保

保

豊福
豊福

豊福

ふれ

ふれ

ふれあい広場

さわやか栄養教室

ふれあい広場

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

9:30 ～ 11:30

伊
（旧観音寺市 H21 年 6 月生まれ）

（旧観音寺市 H24 年 10 月生まれ）
要予約

（大野原町・豊浜町　
H23 年 5月・6 月生まれ）

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

年始は 4日（金）まで休み

医
歯

薬
保
いき
ふれ

共福休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
伊吹公民館

豊福

伊

　椀貸塚古墳の石室の特徴は、メイン施設の玄室規模にありま

す。床面積は約２３㎡で、通常の地域首長墓の２倍あり、玄室容

積は７０㎥を超えています。これは、畿内中枢部の見
み

瀬
せ

丸山古墳

や石
いし

舞
ぶ

台
たい

古墳に準ずる規模を誇っています。

椀貸塚古墳の横穴式石室（左側壁）


